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ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
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気
が
早
い
で
す
が
、「
今
年
の
漢
字
」
を

予
想
し
て
み
ま
し
た
。『
禍
』で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
『
災
』
な
ど
が
選
ば
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
や
自
然
災
害
の
中
で
、
身
の
安
全
や
安

心
を
守
り
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
一
年
を
反
映
し
た
漢
字
が

選
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』（
小
川
洋
子
著
）

で
、
80
分
し
か
記
憶
を
維
持
で
き
な
い
主

人
公
の
『
博
士
』
が
、
家
政
婦
の
『
私
』

に
次
の
よ
う
に
語
る
行
が
あ
り
ま
す
。 

      

『
博
士
』
の
言
葉
は
、
我
が
子
の
身
を

案
じ
、
幸
せ
を
願
い
、
成
長
を
祈
る
親
の

思
い
を
代
弁
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。  

     子
ど
も
の
「
た
だ
い
ま
」
の
声
に
、
心
を

込
め
て
「
お
帰
り
」
と
応
え
て
あ
げ
る
の

も
私
た
ち
大
人
の
務
め
で
し
ょ
う
。 

 

安
全
・
安
心
は
学
校
教
育
の
根
幹
に
か

か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
ん
な
課
題
よ
り

優
先
し
ま
す
。
今
年
は
、
そ
こ
に
「
新
し

い
生
活
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
と
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
感
染
予
防
に
関
す
る
指
導

が
柱
で
す
。
ま
た
、
家
庭
に
は
朝
の
検
温

と
健
康
観
察
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
し
た
。  

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
大
変
な
状
況
が
続
く

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
笑
顔
で
今
日
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
と
、
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

で
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
十
三
日
間
の
一
学
期
を
振
り
返
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
が
記
さ
れ
た
通
知
表
に

見
入
る
子
ど
も
た
ち
。
思
わ
ず
笑
顔
が
あ

ふ
れ
ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
、
未
来
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

(1)           モ ス ク ワ 日 本 人 学 校 だ よ り          令和2年7月24日  
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お
お
、
そ
う
か
。
君
に
は
息
子
が
い
た
の
か
。

子
供
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
に
は
、
母
親

が
出
迎
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
さ
あ
、

急
ご
う
。
子
供
の
、
た
だ
い
ま
、
の
声
を
聞
く

ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。 
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(2)                 学 校 だ よ り         令和2年7月24日  

 

◆感染症予防対策を十分に講じた上で昼食と昼休みの時間

を設けました。学校が本来の姿に戻るにつれて、新しい

約束事が出てきますが、子どもたちは、友だちと過ごす

時間を楽しんでいます。 

◆モスエクタイムも始めました。子どもたちは、楽しそう

にランニングやウォーキングに挑戦しています。身体が

眠りから目覚めていない時間にあえて身体を動かすこと

で、一日の生活リズムが整ってきます。わずかの時間で

も継続していきます。 

待ちに待った出会いの日（7月17日 着任式） 
◆学校が子どもたちの歓声に包まれました。 

新しい先生方との出会いの日。特有の緊張感 

の中で、子どもたちの期待がふくらむ新鮮な 

出会いでした。「校庭での着任式」も、その新 

鮮な出会いの演出の一つでした。 

◆子どもたちを代表して、中学部３年生の富澤 

 夏穂さんが歓迎の言葉を発表しました。モス 

日の特色ある教育活動、アットホームな学校 

生活の紹介を交えながら、歓迎の思いを述べ 

ました。モス日っ子の思いの温かさと同時に 

絆の確かさが伝わる歓迎の言葉でした。 

 

  

 

 

 

学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
二
学
期
始
め
の
予
定 

 
 

★
始
業
式
【
八
月
二
十
一
日
（
金
）】 

 
 
 

※
五
時
間
授
業
で
す
。
昼
食
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。（
下
校
時
刻
：
三
時
二
十
五
分
） 

 
 

★
モ
ス
日
授
業
研
究
会
【
九
月
四
日
（
金
）】 

 
 
 

※
特
別
日
課
で
職
員
研
修
を
行
い
ま
す
。 

（
下
校
時
刻
：
三
時
二
十
五
分
） 

 
 

★
中
学
部
修
学
旅
行
説
明
会 

 
 
 
 
 
 

【
九
月
九
日
（
水
）】 

 
 

★
小
学
部
四
年
授
業
参
観 

 
 
 

小
学
部
五
・
六
年
修
学
旅
行
説
明
会 

 
 
 
 
 
 

【
九
月
十
日
（
木
）】 

 
 

★
小
学
部
一
・
二
・
三
年
授
業
参
観 

 
 
 
 
 
 

【
九
月
十
一
日
（
金
）】 

 

◎
修
学
旅
行 

 
 

・
感
染
予
防
対
策
等
の
最
新
情
報
を
収
集
し
、

行
き
先
等
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 
 

・
二
学
期
早
々
に
変
更
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

◎
学
習
発
表
会 

 
 

・
十
月
十
日
（
土
）
に
、
昨
年
と
同
じ
ボ
ロ
ジ

ノ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

・
間
隔
を
空
け
て
座
席
を
配
置
す
る
等
の
関
係

で
座
席
数
が
足
り
ず
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

入
れ
替
え
で
鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

新規派遣の先生方とチャイと清掃

等を担当するアイーダさん（右端） 

 


